
委員長報告書式 

議会報告会（委員長報告） 

 

                  委員会名 教育こどもみらい常任委員会   

開催日時 平成 28年２月 23日（火）9時 30分から 

開催場所 議会全員協議会室 

報 告 者 委員長 久坂 くにえ、副委員長 高橋 浩司 

出席議員 
久坂 くにえ委員長、高橋 浩司副委員長、千 一、竹田 ゆかり、 

上畠 寛弘、納所 輝次 

報告内容 

教育こどもみらい常任委員会では、こどもみらい部、教育部、文化財部を所

管しています。また、教育委員会の事務を一部補助執行している歴史まちづ

くり推進担当から報告を受けています。 

２月定例会における主な報告事項等は次のとおりです。このほかに新年度予

算関係議案の予備審査を行いました。 

こどもみらい部（諮問３件、報告事項４件） 

・公の施設を利用する権利に関する処分についての異議申し立てについて 

子どもの家（学童保育）に入所保留となった保護者から、保留について異議

申し立てが行われたため、その扱いについて当委員会で審議しました。 

今年度中、もしくは来年度早々に入所できる対応をとるとのことで、全ての

ケースについて棄却としましたが、入所判定基準をより明確化する事など要望

しました。 

・由比ヶ浜こどもセンターの整備状況について 

材木座・稲瀬川保育園を統合し、新たに障がい児放課後余暇支援施設機能を

加えた統合新園が現在整備されています。この施設は同施設の利用者に加え、

近隣住民の津波避難所となることから、屋上への避難路確保等について質疑が

行われました。 

教育部（報告事項４件） 

・鎌倉市教育大綱の策定について 

市長と教育委員会で構成される総合教育会議で、鎌倉市教育大綱が制定され

ました。今後 31 年度までの５年間で重点的に取り組む施策も策定されていま

す。今後の大綱を実際に進めるための進行管理に関する質疑が行われました。 

・今泉小学校情緒通級指導教室の開設について 

行動面、集団生活へのスキルを高める指導を行う情緒通級指導教室が今泉小

学校に４月から開設されることになりました。指導内容、通級児童数などにつ

いて質疑が行われました。 

歴史まちづくり推進担当から（報告２件） 

・(仮称)鎌倉歴史文化交流センター整備の進捗状況について 

子どもから大人までが鎌倉の歴史的遺産・文化的遺産を学び体験できる場と

して同センターが扇ガ谷に来年度当初開設されます。展示内容の構想づくりな

どについて質疑が行われました。 

 


